



























































































習所（1921 年～ 1945 年），帝国図書館（国立図書館，文部省）附属図





文部省図書館講習所は 1945 年 3 月に第二次世界大戦により閉鎖され
たが，1947 年 4 月に帝国図書館附属の図書館職員養成所として専任教員
2 名体制で再発足した 12）。1947 年 4 月の養成所再開当初の入学資格は旧




大学卒業とし修業期間を 1 年とする 1 年課程と，入学資格を高等学校卒



























































































（3） 養成所の卒業生は約 700 人であり館長，事務長，主席司書などを務
めるようになっているが，養成所の制度に問題があるため不利益を被っ
ている，（4） 貧弱な教職員と施設しかない中で，図書館職員養成所は短




日本図書館協会は 1953 年 12 月 1 日の常務理事会で「養成所に関す
る委員会を作り，養成所について，根本的な態度を決定してその推進に













































































[ 昭和 ]38 年，図書館協会総会の席で，文部省から，図書館職員養
成所を短期大学に昇格させる案が持ち出されたのであるが，これが満

































































































































上の歳月をかけて 1964 年 4 月に国立図書館短期大学へ昇格した。昇格

















定員は図書館科 52）が 80 名 53），別科（特別養成課程）が 40 名で，専



















































































出典：図書館短期大学『10 年の歩み』 1974, p. 7 の表「開学当時の教育課程（昭和
39 年度）（図書館科）」を元に筆者作成。















































1954 年である。当時，養成所には図書館員を志望する 4 年制大学の卒業







































は本格化した。紛争の直接の契機は 1970 年 11 月 27 日に自治会定例総
会開催を阻止しようとした大学側への学生の抵抗に対し，自治委員長が
無期停学，他 1 名が戒告処分になったことに端を発する。1971 年 1 月
8 日から 1 月 10 日にはクラス討論により授業がボイコットされた。1 月
12 日には約 150 名の学生が学内デモを行なった。1 月 19 日全学ストラ
イキが決行されて世田谷キャンパスにはバリケードが築かれた。太田和
彦学長は「学生に訴える」という文書を１月 21 日に出し事態の沈静化
を図ろうとした。1 月 22 日から 26 日からキャンパスはロックアウトさ







会で取り上げられた。1971 年 3 月 18 日，図書館協会事務局長叶沢清介




































































































































































































































書かれていた 92）。1967 年 11 月に日本図書館協会昭和 42 年度全国図書
館大会で，図書館短期大学の 4 年制大学への昇格が決議され 93），同年 12
月 26 日に森戸辰男日本図書館協会会長らが灘尾弘吉文部大臣に図書館

























「第 1 期　専門職論議準備期」（1950 年から 1964 年），「第 2 期　専門職
論議期」（1964 年から 1974 年），「第３期　情報専門職論議期（1974 年




り，1965 年 4 月に文部省大学学術局に情報図書館課が設置され，同課は
国立国会図書館，科学技術庁などとともに，日本の学術情報流通政策を































1977 年には 1974 年から検討を重ねてきた「図書館・情報学教育基準」
が発表された。大学基準協会は図書館学教育基準の改訂にあたり，20 回






















年～ 1971 年），（2）4 年制大学創設に向けた調査段階（1972 年～ 1976 年），



















期大学と 4 年制大学の併設が想定されていることを説明している 110）。
1967 年 7 月 17 日に大学では文部省に 4 年制大学の具体的な設置要望を
している 111）。













た 115）。1969 年 5 月 16 日には図書館短期大学を含む 43 機関の筑波研究
学園都市への移転が正式に決定された。
学内が筑波研究学園都市への移転と 4 年制大学設立計画に具体的に動
き出すのは 1970 年 5 月以降である。1970 年 5 月 19 日に臨時教授会が
開催され，図書館短期大学の将来構想に関して，筑波研究学園都市への
移転を前提に検討することを了承した 116）。翌月の 7 月 7 日の教授会では
4 年制大学創設のための調査費を 1972 年度の概算要求項目として文部省


























1972 年度予算で 4 年制大学創設のための調査費 883,000 円が認められ
その後，4 年制新大学創設準備予算として毎年予算が計上されるように
なり， 4 年制大学創設に向けた調査が開始されることとなった 122）。











































名前 所属 専門 分科会
岩猿敏生 京都大学附属図書館事務部長 図書館学 教育研究体制専門分科会
岡田温 東洋大学社会学部教授・附属図書館長 図書館学 教育研究体制専門分科会
小門宏 東京工業大学印写工学研究施設教授 印写工学 教育研究体制専門分科会
木庭修一 東京学芸大学教授 体育学 教育研究体制専門分科会
小林胖 慶応義塾大学文学部教授 図書館学 教育研究体制専門分科会
坂元昂 東京工業大学工学部助教授 教育工学 教育研究体制専門分科会
佐藤仁 横浜国立大学工学部助教授 建築学 教育研究体制専門分科会
当麻喜弘 東京工業大学工学部助教授 情報工学 教育研究体制専門分科会
小野泰博 図書館短期大学助教授 図書館学・心理学 教育研究体制専門分科会
柿崎京一 図書館短期大学教授 社会学 教育研究体制専門分科会
志村尚夫 図書館短期大学講師 図書館学 教育研究体制専門分科会
松村多美子 図書館短期大学助教授 図書館学 教育研究体制専門分科会
出典：『たちばな』3 号　1972 年 10 月 16 日 , p. 10, 『たちばな』4 号 1972 年 12 月




名前 所属 専門 分科会
小門宏 東京工業大学印写工学研究施設教授 印写工学 施設・環境専門分科会
佐藤仁 横浜国立大学助教授（工学部） 設計意匠・建築計画 施設・環境専門分科会
船越徹 東京電機大学助教授 建築計画 施設・環境専門分科会







木寺清一 図書館短期大学教授 図書館学 施設・環境専門分科会
黒岩高明 図書館短期大学助教授 図書館学 施設・環境専門分科会
桜井宣隆 図書館短期大学教授 図書館学・情報科学 施設・環境専門分科会
杉村優 図書館短期大学助教授 図書館学・情報科学 施設・環境専門分科会
出典：『たちばな』3 号　1972 年 10 月 16 日 , p. 10 ;『たちばな』4 号 1972 年 12






















































































情報コース，教養コースの 4 つのコースが計画された 131）。いずれのコー
スもかなり実践に近接した教育内容であった。
教員数は，学長１名，図書館・情報学部 55 名，大学院 7 名，図書館・
情報工学研究施設 8 名，実験実習図書館 8 名，図書館短期大学部 22 名，
保健管理センター 1 名の計 102 名が予定された 132）。学生定員は，学部
が図書館学科 40 名，文献情報学科 40 名，大学院が 20 名，短期大学部
図書館学科が 80 名，文献情報学科 40 名であった 133）。
中間報告書の発表直後の 1973 年 4 月 27 日に「筑波研究学園都市の建
設について」において図書館短期大学の移転時期が 1976 年度と決定され，









中間報告に続き 1974 年 4 月に『図書館・情報学にかかる高等教育機














































資料組織論1（洋書） 4 文献情報システム 4
図書館経営論 4 画像伝達論 4
図書・図書館史 4 情報環境概論 4
文書館学コース 経営管理概論 4










































育機関のあり方について（報告）昭和 49 年 4 月』を刊行した時点では，
短期大学，4 年制大学，大学院での教育研究を行なうグレード制を打ち
出していた 142）。しかしながら 1977 年に刊行された報告書『図書館大学（仮
称）の構想について─中間報告─　昭和 52 年 8 月 6 日』では短期大学
























供を受け，1976 年 3 月に『欧米諸国における図書館学教育課程の現状─
図書館大学（仮称）構想検討用資料─　昭和 51 年 3 月』をまとめてい
る 148）。1976 年 3 月の時点では学科に関わる議論に関して，図書館情報
学科１学科案と図書館学科，文献情報学科，文書学科の 3 学科案が提示
された 149）。1976 年 7 月「図書館大学（仮称）構想（試案）」が発表された。






1974 年 4 月の図書館情報学高等教育機関に関する調査会による『図書
館・情報学にかかる高等教育機関のあり方について（報告）』提出後，新
設大学に向けて学内での検討は続いていたが，創設準備調査から実質的







1978 年 7 月 31 日図書館大学（仮称）創設準備委員会は『図書館大学
（仮称）の構想』を発表しその内容を大学設置審議会大学基準分科会と文
部省に報告した。大学名称は「図書館大学（図書館情報大学）」と示され，
学部学科は図書館情報学部・図書館情報学科からなる 1 学部 1 学科構成



















































発と研究」を設定していた 160）。開学の時期は 1979 年 10 月，学生受け
入れは 1980 年 4 月となっていた 161）。1978 年 11 月 25 日大学設置審議
会大学設置分科会から大学名称を「図書館情報大学（仮称）」とすること
















田温（日本図書館学会会長／鶴見大学文学部教授，1977 年 7 月から），
小野泰博（図書館短期大学教授，1977 年 7 月から 1979 年３月まで），斎
藤毅（前図書館短期大学長，1977 年 7 月から 1977 年 10 月まで），桜井
宣隆（図書館短期大学教授，1978 年 6 月から），町田貞（筑波大学副学
長／ 1978 年 6 月から），松田智雄（図書館短期大学長，1978 年 6 月か
ら），藤原鎮男（東京大学理学部教授／東京大学附属図書館長，1978 年
6 月から），安藤良雄（成城大学経済学部教授／前東京大学附属図書館長，
1977 年 7 月から，1978 年 6 月から臨時委員），栗原嘉一郎（筑波大学芸
術学系教授，臨時委員，1978 年 6 月），吉武泰水（九州芸術工科大学長
















1979 年 3 月国立学校設置法の改正を経て図書館情報大学の設置が決
定し，同年 10 月 1 日に新構想大学である図書館情報大学 168）が開学し，
1980 年 4 月 1 日から学生を受入れた。図書館情報学部図書館情報学科
の 1 学部 1 学科で構成され，入学定員 120 名，3 年次編入学入学定員 20
名，図書館情報学専攻科入学定員 30 名，学士の名称は学芸学士であっ
た。大学院修士課程図書館情報学研究科の入学定員は 30 名と定められた。
教員は教授（専任）18 名，助教授（専任）18 名，講師（専任）2 名，講




















































1966年 図書館科 1 27 22 4 5
1967年 図書館科 1 23 24 5 2
1968年 図書館科 1 35 24 7 1
1969年 図書館学科 1 49 23 13 1
1970年 図書館学科 0 51 20 14 2






館短期大学 , 1981, p. 87. のデータを元に筆者作成
表 5-9　図書館短期大学特別養成課程修了生の就職先：館種別変遷
1972年 図書館学科 0 52 18 12 6
1973年 図書館学科／文献情報学科 0/0 22/27 12/3 14/0 9/1
1974年 図書館学科／文献情報学科 1/0 24/24 19/4 12/2 3/4
1975年 図書館学科／文献情報学科 2/0 17/16 18/6 15/2 6/0
1976年 図書館学科／文献情報学科 1/2 23/20 22/6 2/0 1/0
1977年 図書館学科／文献情報学科 0/0 22/12 18/10 3/1 4/2
1978年 図書館学科／文献情報学科 0/0 22/15 15/1 10/1 6/0
1979年 図書館学科／文献情報学科 0/0 15/11 16/4 13/2 7/1
1980年 図書館学科／文献情報学科 0/1 22/19 16/9 13/4 3/0










1965	年 別科 0 7 16 7 1
1966年 別科 0 8 22 4 1
1967年 別科 0 9 21 3 1
1968年 別科 1 3 17 5 0
1969年 別科 0 4 15 0 0
1970年 別科 1 0 16 7 0





















1972年 別科 0 2 13 4 2
1973年 別科 0 3 14 6 0
1974年 別科 0 3 14 9 0
1975年 別科 1 3 13 5 0
1976年 別科 0 2 20 4 1
1977年 別科 0 5 13 4 0
1978年 別科 0 5 15 6 3
1979年 別科 0 0 18 7 3
1980年 別科 0 3 21 1 1

















































































































図書館短期大学が存続した 1964 年から 1981 年は，図書館学から図書
館情報学への移行期であった。「5.2 節 （1） 筑波研究学園都市移転問題と































































































術への傾倒が顕著となる。「5.2 節 （3） 4 年制大学創設に向けた準備段階



































































































































































































































































































































十七年の歩み』図書館短期大学, 1981, [p. 1.]





の記録』筑波大学大学院図書館情報メディア研究科, 2005, p. 1-7. 戦後の図書
館情報専門職養成教育を包括的に扱った先行研究として，以下の文献がある。
根本彰監修, 中村百合子, 松本直樹, 三浦太郎, 吉田右子編『図書館情報学教育

















閣出版, 2014, p. 203.
5） 本論文で参照した大学の課程設置認可申請書は主として文部科学省の「行政機
関の保有する情報の公開に関する法律」に基づく情報公開制度を通じて入手し





戦後の図書館専門職養成史を実証的に再検討するために，2013 年 4 月に「図
書館情報専門職の歴史的資料の保存と利用に関する総合的研究：図書館情報学








2014, p. 205. 清水善仁, 前掲書, p. 203.
8） 「『たちばな』新編集」『たちばな』No. 1, 通巻 No. 31, 1973.7.10, n.p. 
9） 図書館短期大学は創立と共に新聞部が発足し「図短」というガリ版印刷の新聞
を発行していた。1966 年３月にこれが活字印刷として発刊され，3 月 1 日に
第 1 号『図書館短大新聞』が刊行された。図書館短期大学新聞部　「創刊にあたっ























養成所同窓会三十年記念誌』図書館職員養成所同窓会, 1953, p. 92-93.
13） 十一．既に設置している学校の概況図書館短期大学設置審査書類 p. 11, 図書館
職員養成所同窓会編『図書館職員養成所同窓会三十年記念誌』前掲, p. 14, 15.
14） 図書館短期大学史編さん委員会『図書館短期大学史：十七年の歩み』前掲, p. 
122.
15） 服部金太郎「養成所の歴史」『LS タイムス』復刊 No. 1, 1954.6.9, p. 1.
16） 大学基準協会十年史編纂委員会『大学基準協会十年史』大学基準協会, 1957, p. 
190.
17） 図書館短期大学史編さん委員会『図書館短期大学史：十七年の歩み』前掲, p. 
12.
18） 西崎恵『図書館法　復刻版』日本図書館協会, 1970（初版は羽田書店, 1950）p. 
38, p. 93-94）
19） 「大會　部會から　全國図書館大會」『図書館雑誌』Vol. 44, No. 7, 1950.7, p. 
146.
20） 実際には 1950 年に文部省を通じて東京大学への養成所の吸収が伝えられて検
討された結果, 却下されていた。「全國図書館大会記錄『図書館雜誌』Vol. 45, 
No. 11･12, 1951.12, p. 254;「昭和 32 年度全国図書館大会　昭和 32 年度社団
法人日本図書館協会総会議事録」『図書館雑誌』Vol. 51, No. 7, 1957.7, p. 324.
21） 『図書館雑誌』Vol. 47, No. 7, 1953.7, p. 176.
22） 同上, p. 175.
23） 「第五回全國図書館大会記錄」『図書館雜誌』Vol. 46, No. 7, 1952.7, p. 176;「昭
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和 32 年度全国図書館大会　昭和 32 年度社団法人日本図書館協会総会議事錄」
『図書館雑誌』Vol. 51, No. 7, 1957.7, p. 324.　昭和 32 年度全国図書館大会の
出席者名簿には近藤名での出席者は記載されていなかったため，名前を同定す
ることができなかった。
24） 「昭和 32 年度全国図書館大会　昭和 32 年度社団法人日本図書館協会総会議事
録」『図書館雑誌』Vol. 51, No. 7, 1957.7, p. 324.
25） 伊東正勝「図書舘耺員養成所の現状とその將来」『図書舘耺員養成所同窓会々報』
　復刊　第１号, 1953, p. 2-3.
26） 同上, p. 5.
27） 同上, p. 6-7.
28） 「事務局通信」『図書館館雑誌』　Vol. 48, No. 1, 1954.7, p. 32 ;「昭和 32 年度全
国図書館大会　昭和 32 年度社団法人日本図書館協会総会議事錄」『図書館雑誌』
Vol. 51, No. 7, 1957.7, p. 324.
29） 「事務局通信」[「通」は旧字体 ]『図書館雑誌』　Vol. 48, No. 3, 1954.3, p. 115;「昭
和 32 年度全国図書館大会　昭和 32 年度社団法人日本図書館協会総会議事録」
『図書館雑誌』Vol. 51, No. 7, 1957.7, p. 324.
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